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緒 言   
海洋に生息する昆虫は少なく、外洋まで生息  
域を広げたものはウミアメンボ（加わ∂始S）  
属に属する5種のみである1）、2）。 現存するウ  
ミアメンボ属46種のうち5種は太平洋・大西  
洋・インド洋の外洋域に広く分布し、残りの種  
はマングローブなどの繁茂する熱帯・亜熱帯の  
沿岸に生息する。沿岸種の多くは、島あるいは  
隣接する島々に固有の種である。これらの沿岸  
種の生態の解明は、ウミアメンボ類が外洋に分  
布域を広げていった系譜をたどるうえで極めて  
重要である。しかしながら、多くの種が遠隔の  
島晩に分布するため調査研究は困難であり、ケ  
ンブリッジ大学の研究グループによって行われ  
たEmbustus Barber（ガラパゴス諸島）3）～5）  
とERiibnsis Herring（フィジー諸島）6）の行  
動と生態に関する優れた研究以外は、ほとんど  
が記載的な報告に留まっている。日本に生息する  
沿岸種としては、シロウ ミ アメ ンボ〟  
matsumumlEsakiとウミアメンボ∬jbponjtus  
Esakiが知られている。前者は環境省レッドリ  
ストに絶滅危倶Ⅱ類として指定されており7）、  
後者も採集記録は希で生息状況は不明である。  
現状では両種とも生態の解明を待たずに沿岸環  
境の破壊や変化によって絶滅に向かう危険性が  
ある。著者らは2005年10月に石垣島川平湾にお  
いてウミアメンボだ彪卯戒闇の個体群を確認  
し、この貴重な昆虫の生態調査を開始した8）、  
9）。川平湾ではウミアメンボは数十匹の成虫と  
幼虫からなる群れを形成しており、これらの群  
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れはマングローブや陸生植物が生育する岸近く  
に点在していた。  
沿岸環境の大きな特徴のひとつは、潮汐によ  
る周期的な流れの変化である。ウミアメンボは  
無趨であり、その生活環境は海表面に限られる  
ため、潮流は非常に強くウミアメンボに作用す  
るはずである。引き潮によって外洋に押し流さ  
れることは沿岸のウミアメンボにとって死を意  
味するであろう。沿岸を生息域とするウミアメ  
ンボは、潮流に対抗して好適な環境に留まる能  
力を有するに違いない。これらのことを念頭  
に、2006年11月1日～5日に川平湾において以  
下の調査を行った。1）2005年の調査では判別  
することができなかったウミアメンボ幼虫の齢  
を判別し、ウミアメンボの群れの齢構成・性比  
を調べる、2）ウミアメンボが特定の生息場所に   
留まる傾向があるかどうか調べるため、定点を   
設けてウミアメンボの群れを連日全数捕獲する。  
材料および方法  
2006年11月1日～11月5日、石垣島川平湾に   
おいてウミアメンボの採集調査を行った。採集場   
所は、2005年10月に調査を行った調査区NA－18）   
に設定した。NA－1は、岩場の散在する砂地の   
海岸であり、満潮時には海水で覆われ、干潮時  
には海水の流入・流出の少ない潮だまりに近い   
状態となる（調査時には、長さ約95m、幅約24   
m）。この潮だまりに、ウミアメンボ数十個体   
からなる群れがいくつか形成されていた。それ   
ぞれの群れは消滅と再形成を繰り返していたた  
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と幼虫は胸部と腹部の斑紋によって判別可能で  
あるが、これまでウミアメンボの幼虫の齢判定  
は行われていないため、これらの計測値による  
判定を試みた。  
結果および考察  
Ⅰ．採集されたウミアメンボ属の種類   
表1に示したように調査区NA－1において11  
月1日から11月5日にかけて総数472匹のウミ  
アメンボが採集され、さらに外洋性のセンタウ  
ミアメンボ忍gem7∂刀USの成虫も6匹採集され  
た。外洋性ウミアメンボ属が沿岸近くで観察さ  
れることは嵐の後を除いてほとんどない。  
フィジー諸島で嵐の後に漂着物に混じって多く  
のセンタウミアメンボが岸にうちあげられてい  
たことが報告されている1）。また、カロリン諸  
島沿岸では、同様な状況で外洋種のツヤウミア  
メンボだm正a丑Sがうちあげられていた1）。し  
かしながら、本調査ではセンタウミアメンボは  
ウミアメンボが群泳する中に混じって採集され  
た。台風シーズンは過ぎており、採集日の前に  
大きな嵐はなく、センタウミアメンボが外洋か  
ら強制的に沿岸に打ち上げられる状況はな  
かった。外洋性ではあるがセンタウミアメンボ  
は大陸や島々に沿うように分布しており1）、2）、  
沿岸に接近する可能性は他の外洋種よりは大き  
いと考えられる。センタウミアメンボが潮間帯  
にまで行動域を広げることがあるか否かは興味  
深い課題として今後に残される。以下の項から  
は、ウミアメンボについてのみ述べる。  
め、潮だまりで群泳するウミアメンボ全体をひ  
とまとまりの群れと見なした。潮だまりのウミ  
アメンボを全数捕獲するために、干潮時刻に合  
わせて捕虫網による採集を行った。干満時刻や  
潮位（観測基準面からの高さ）は気象庁の石垣  
島の潮汐観測資料16）を目安とした。石垣島観測  
基準面の標高は、－170．9cmであった1鋸。採集ス  
ケジ ュール及び潮汐の状況は以下の通りで  
あった。11月1日：午前10時26分から10分間8  
人による採集。採集時の潮位約140cm。当日の  
満潮時刻午前2時47分、満潮位234cm、干潮時  
刻午前9時53分、干潮位136cm。11月2日：午  
前10時50分から10分間8人による採集。採集時  
の潮位約130cm。当日の満潮時刻午前4時8分、  
満潮位2現cm、干潮時刻午前10時41分、干潮位  
131cm。11月3日：午後12時15分から10分間8人  
による採集。採集時の潮位約130cm。当日の満潮  
時刻午前5時6分、満潮位254cm、干潮時刻午  
前11時27分、干潮位129cm。11月4日：午前11  
時50分から15分間5人による採集。採集時の潮  
位約150cm。当日の満潮時刻午前5時59分、満  
潮位262cm、干潮時刻午後12時2分、干潮位138  
c皿。11月5日：午後1時25分から15分間5人に  
よる採集。採集時の潮位約150c皿。当日の満潮  
時刻午前6時50分、満潮位262cm、干潮時刻午  
後12時36分、干潮位147cm。   
採集個体をポリ容器に入れて持ち帰り、雌成  
虫は冷蔵庫に保存し石垣島滞在中に顕微鏡下で  
解剖して蔵卵数（成熟卵数、亜成熟卵数、卵巣  
小菅あたりの未成熟卵数）を計数し、成熟卵の  
長径及び短径、体長、中脚の腿節を計測した。  
雄成虫・幼虫はエタノールに保存し、研究室に  
持ち帰り、体長、中脚の腿節を計測した。成虫  
表1．〃創b加担ざSPP．の採集個体数の変化  
且gma乃US  ∬ノ如朋止∽  
採集日  成虫  5齢幼虫  4齢幼虫  
???? ???
♀  ♂  ♀  ♂  ♀  ♂  
????????????
11  12  
36  56  
0  0  
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2006．11．2  
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2006．11．4  
2006．11．5  
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回1ウミアメンボの体長と中捌艦郡長の2次元クラブ  回2 ウミアメンボ幼虫の揉板末端上段左：5齢♂、  
上段右：5鵜♀、下段左二 ∠1齢♂、下段右二1齢♀  
Ⅱ、ウミアメンボの群れの齢構成・性比・雌成   
虫の蔵卵数  
ウミア．ガンボの群れの齢構成   
図㌃に∴ウ㌻㌣針狛淋紆離床た隕掛腿節義職釘  
測髄の二次元ダ1ラフを示した。沿岸柊彪プⅥ芦ぁぇgぷ～£まぶ、  
厳粛適撼た 卵牒磯腰澗ぬ即と同様に軋紺  
ウミアノメンポ幼虫曙）齢は痺柳腰退節の段別こよ㌦つ  
て判別可能であった。体長はばらつ藩が漉きく、  
齢げ∋判定るこは過さなかった。本調査で縛ら針Lた  
幼虫は、3齢ノ～5齢であるとLた（、扱ぎ鼠）。凌  
紛幼盛た5齢幼洩にりいて闇∴ 醸瀾凍濁擢潤瑠  
によって勝機減噂膵臓郎椚針禁あった（図望㍍  
他のウミアメンボ罵の幼蔑Mごは、5齢において  
のみ性別の判定が盲巧一能である11j。 
調査細目るこ採幾されたウミアメンボプ〕齢構成ゆ  
性比がこ職調査区でのウミア′瀕ンポの齢構成娼  
璽艶£たを最もよ式敷換すると考えられる。初巨蒼胤  
成洩感意採集個体数のS2層6％を・㌔≡嘉めており句 劫蔑  
も齢の進んだ魂齢及び5齢劫挽び3みであった。  
望苺05年の調査終発でも済繚に成洩が多毛採袈さ  
れた8′。アメンボ類は朋両鵬般に共食いするためi2）、  
若齢幼虫が老熟幼洩や成放とは別の群れを形成  
した昏ブ、欝臼の場所で行動することは十分考えら  
れる（。しかし、タす渾拷沿岸の他の場所での採集  
も試みたが、登担富汐）調査では還．ち 2齢幼蔑は金  
環採集されなかったr。よって、川平湾のウミア  
メンボ個体群の髄柁ほある程度別れでおり，、嗣  
－             －  － － －  
できない。成虫の性比（雄率）は那．穏攣らち 趨齢欄  
5齢幼放げ㌘は55，69るであった。2王）闇5年の調査で  
婆）焼成の雄率は高かったが 摘9さl％、）〕、ニれがウ  
ミアメン′ポの緻雄の行数汐〕遠いを玩観せるもの  
か鰍絡静資格紺粗放を反映するも職か闇不憫で  
ある宣。  
賂威洩の蔵卵数   
閲針パ図射ぷ劉削二瞥別に雌成虫乱個体が保有  
する成熟卵数と藤温熱卵数の旺混トダうふを藩  
した。媒磯瀾牒沌掴M＝瑚l厨ほ地 坪綾i㌦た57個  
体のうち55個体が成熟卵を儀洞㌻して懐い圭 一生憎  
捧当たを∋成熟卵数の最頻値は5と6であげコた。）  
日月望目は、解剖したほ首固体堂部が成熟卵を保  
有Lており、l個体当た毒づ成熟卵数の凝凝値は  
5であった。l風月3巨富は、解剖Lた2確個〝終食部  
が成熟卵乳腺有Lてお印ちi個体溺た牒成潮灘  
数紺蔵敷値は3管あった。m謂現員はり 輌劇し  
た膵臓棒金部が成熟卵を保有Lており、‖固体  
当たりの成熟卵数の巌将檎は5であった。1口数月  
5日は、解剖Lた12胤終資部が成熟卵を保有し  
ており、1個体当たを〕夢荻毅郎数の最頻値は5で  
あった。ウミアメンボの卵巣内の成熟卵の長径  
並びに短径の平均値±S．D．は＼i．罰う牒劇済  
く‖＝＝1ココl症㌣、∴鉦1うこう±り．州（う 用＝1二ヱト てふご卜、  
卵‡吸収を起こしている個体は確認できなかっ  
た。解剖Lた堂1温7個体汐）うちユ01個体が聴成熟  
卵を保有してかた 自図射首す㍍ ユ髄順接揉膏亜  
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図3 ウミアメンボ1雌成虫当たり保有成熟卵数の頻度分布。左上：11月1日、左申：11月2日、左下：11月3日、右上：   
11月4日、右中：11月5日にそれぞれ採集・解剖した個体の成熟卵数の頻度分布。右下：11月1日～5日に採集・解  
剖した全個体の成熟卵数の頻度分布。  
－34－   
盛岡大学紀要 第25号  
??
????
??
0  2  4  6  8  
亜成熟卵数  
4  6  8  
亜成熟卵数  
0  2  
?? ??
???? ????
??? ??
0  2  4  6  8  
亜成熟卵数  
0  2  4  6  8  
亜成熟卵数  
??
????
??
0  2  4  6  8  
亜成熟卵数  
0  2  4  6  8  
亜成熟卵数  
図4 ウミアメンボ1雌成虫当たり保有亜成熟卵数の頻度分布。左上：11月1日、左中：11月2日、左下：11月3臥右   
上：11月4日、右中：11月5日にそれぞれ採集・解剖した個体の亜成熟卵数の頻度分布。右下：11月1日～5日に採   
集・解剖した全個体の亜成熟卵数の頻度分布。  
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留まり続けるのは容易ではない。調査区は滴潮  
時には外洋から流人する海水で完全に覆われ湾  
全体とひとつながりとなり、干潮時は湾の奥か  
ら急速に引いていく潮流にあらわれて残った海  
水が潮だまりを形成する。従って、もし、同じ  
個体が同じ場所に留まる傾向があるとすれば、  
潮流に逆らって水面を滑走し続けるか、潮に流  
されて移動したとしても元の場所に戻ることが  
必要である。ウミアメンボは沿岸由来の食物・  
産卵場所・紫外線を避ける日陰等に強く依存し  
ているはずであり、定常的に潮汐に晒される状  
況下で好適な沿岸環境に留まる（あるいは、流  
されても戻る）能力を有することは必須である  
と思われる。   
ウミアメンボは、江崎悌三博士によって1924年  
に記載され、神奈川県、紀伊地方、高知県、奄  
美大島、西表島などで採集の記録がある2）、13）、14）。  
これらの地域でのウミアメンボの現在の生息状  
況に関する情報はほとんどないが、少なくとも  
ある時期はウミアメンボは神奈川県から八重山  
諸島西表島まで約2000k皿にわたって分布してい  
た可能性がある。ウミアメンボは無辺であり、  
移動は海表面を滑走する以外にない。海表面で  
は、嵐を避ける場所もなく海洋拡散があらゆる  
方向にアメンボを分散させるように作用してい  
る15）。沿岸を離れたウミアメンボが外洋環境を  
生き延びて別の好適な生息場所に辿り着く確率  
はどの程度であるのか、ウミアメンボの地域個  
体群の間にどの程度の遺伝的交流があるのかは  
今後の興味ある課題である。  
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成熟卵数の最頻値は、11月1日が2、11月2日  
が3と4、11月3日が4と5、11月4日が3と  
5、11月5日が7であった。卵巣小管中の未成  
熟卵の有無が確認可能であった66個体につい  
て、卵巣小管1本当たりの未成熟卵は1～3個  
であり、最頻値は2であった。卵巣小管数は1  
個体当たり8本であった。以上の結果から、解  
剖したほとんどの雌成虫が成熟卵・亜成熟卵・  
未成熟卵のいずれかを保有しており、産卵活動  
が可能であることが示された。2005年10月の調  
査でも、約80％の雌成虫が成熟卵、亜成熟卵い  
ずれかを持っており81、この時期の川平湾は生  
殖活動に好適であると示唆された。ウミアメン  
ボの産卵場所は確認できなかった。現在まで沿  
岸性ウミアメンボ属で産卵場所が確認されてい  
るのは見放乃5血のみであり、満潮時には海水  
に沈む帯域にある海草・藻類・サンゴのかけらな  
どに卵が見いだされた3）。ウミアメンボも同様  
な場所に産卵すると推測される。  
Ⅱ．ウミアメンボの群れの捕獲試験   
調査区NA－1で捕獲されたウミアメンボの個  
体数は、日を迫って以下のように変化した（表  
1）。採集日初日の2006年11月1日は、成虫181  
匹（♀59、♂122）、5齢幼虫4匹（♀1、♂3）、  
4齢幼虫23匹（♀11、♂12）であった。11月2  
日は、成虫67匹（♀16、♂51）、5齢幼虫2匹  
（♀1、♂1）、4齢幼虫92匹（♀36、♂56）、3  
齢幼虫6匹、11月3日は、成虫39匹（♀24、♂  
15）、5齢幼虫1匹（♂）、11月4日は、成虫30  
匹（♀17、♂13）、11月5日は、成虫27匹（♀12、  
♂15）であった。   
成虫は雌雄とも採集臼初日が最も採集個体数  
が多く、翌日以降は採集数は初日の半数以下で  
あった。幼虫は採集日2日目に最も多く採集さ  
れ、この日のみ3齢幼虫も採集された。しかし、  
3日日は5齢幼虫1匹のみであり、4、5日目  
は幼虫は全く採集されていない。この結果から、  
調査区NA－1では成虫・幼虫ともに移入は少なく、  
同じ個体が定着する傾向にあったことが示唆さ  
れた。調査区では相当の流速の海水が移動を繰  
り返しているため、ウミアメンボが同じ場所に  
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